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 福島第一原子力発電所の事故により多量の放射性物質が大気中に放出され、福島県だけでなく、

周辺の各地の放射線量が増加した。しかし放射線量はその後急速に低下して、東京周辺は自然放射

能レベルに下がっている。一方、福島県や茨城県北部にはまだ高いところがある。 

事故の直後の 17 日、厚生労働省は食品中の放射線量の暫定規制値を定めたが、その後、基準値

を超える食品や飲料水が見つかって大きな不安を呼んだ。しかし、食品中の放射線量も時間を追う

とともに少なくなってきた。 

こうして、原発に近い場所以外では事故直後の緊急事態は終わり、正常な状況に向かいつつある。

しかし、原発に近い地域では、いまだに放射能汚染との戦いが続いている。そこで問題になってい

るのが、どの程度の放射線量ならどのくらい危険なのかという深刻な疑問だ。この緊急講演会は、

このような疑問に答えるために企画したものである。 

 その内容の一部を要約すると、広島、長崎、その他の経験から、100 ミリシーベルト以上の放射

線を浴びると、発がんのリスクが増加することが分かっている。国立がん研究センターの発表によ

れば、100 から 200 ミリシーベルトの放射線のリスクは、野菜不足、あるいは受動喫煙でがんにな

るリスクとほとんど変わらない。200 から 500 ミリシーベルトのりすくは、太り過ぎ、やせ過ぎ、

運動不足、あるいは塩分のとり過ぎのリスクとほぼ同じ。500 から 1,000 ミリシーベルトのリスク

は、大量に酒を飲むリスクとあまり変わらず、1,000 から 2,000 ミリシーベルトになると、たばこ

を吸い、かつ大量にお酒を飲む人のリスクに相当する。 

100 ミリシーベルト以下でもリスクはないわけではない。受動喫煙よりも小さいが、リスクはあ

る。そのようなリスクをどのように判断するのかは、個人の選択の範囲だが、政府は 20 ミリシー

ベルトをひとつの限界にしている。 

チェルノブイリで子どもの甲状腺がんが増えたのは、放射性ヨウ素で汚染した牛乳を飲み続けた

ためだ。日本の場合は、事故が起こった日から避難を始め、さらに、食品の暫定基準を５ミリシー

ベルトという値で厳しく規制もしている。子どもも大人も放射性物質で汚染された食品で内部被ば

くを受ける可能性は、チェルノブイリに比べると極めて小さい。 

明治時代の物理学者、寺田寅彦が昭和 10 年の随筆の中で書いている話だが、寅彦が軽井沢に行

ったときに、浅間山が爆発した。すると爆発しているにもかかわらず、登っていった人と、あわて

て下りてきた人がいたという話を紹介して、「物を怖がらなさ過ぎたり、怖がり過ぎたりするのは

やさしいが、正当に怖がることはなかなか難しい」と書いている。放射線についてもまさにそのと

おりで、放射線があったら怖い、ということではなく、どのぐらいの量ならどのくらい怖いのかを

知ることが大事だといえる。 

 


